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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
連続する動画像データを入力する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、
　前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相関を測定する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定する手段と、
　前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサ
ンプルされた前記２点の画面間の相関が高く、かつ前記連続する画面間の動き量が前記２
点において共に小さいことから短尺カット点を判定する手段とを有することを特徴とする
映像検索装置。
【請求項２】
連続する動画像データを入力する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、
　前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相関を測定する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定する手段と、
　前記動画像データからサブサンプルされた画面間の動き量を測定する手段と、
　前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサ
ンプルされた前記２点の画面間の相関が高く、前記連続する画面間の動き量が前記２点に
おいて共に小さく、かつサブサンプルされた前記２点の画面間の動き量が小さいことから
短尺カット点を判定する手段とを有することを特徴とする映像検索装置。
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【請求項３】
連続する動画像データを入力する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、
　前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相関を測定する手段と、
　前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサ
ンプルされた前記２点の画面間の相関が高いことから短尺カット点候補を判定する手段と
、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定
する手段と、
　前記連続する画面間の動き量が前記２点において共に小さいことから短尺カット点を判
定する手段とを有することを特徴とする映像検索装置。
【請求項４】
連続する動画像データを入力する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定する手段と、
　前記連続する画面間の動き量がある２点において共に小さいことから短尺カット点候補
を判定する手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データから連続する画面間の相関を測定す
る手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相
関を測定する手段と、
　前記連続する画面間の相関が前記２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサ
ンプルされた前記２点の画面間の相関が高いことから短尺カット点を判定する手段とを有
することを特徴とする映像検索装置。
【請求項５】
連続する動画像データを入力する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、
　前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相関を測定する手段と、
　前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以外で高く、サブサンプ
ルされた前記２点の画面間の相関が高いことから短尺カット点候補を判定する手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定
する手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の動
き量を測定する手段と、
　前記連続する画面間の動き量が前記２点で共に小さく、サブサンプルされた前記２点の
画面間の動き量が小さいことから短尺カット点を判定する手段とを有することを特徴とす
る映像検索装置。
【請求項６】
連続する動画像データを入力する手段と、
　前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定する手段と、
　前記連続する画面間の動き量がある２点において共に小さいことから短尺カット点候補
を判定する手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データから連続する画面間の相関を測定す
る手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相
関を測定する手段と、
　前記短尺カット点候補について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の動
き量を測定する手段と、
　前記連続する画面間の相関が前記２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサ
ンプルされた前記２点の画面間の相関が高く、サブサンプルされた前記２点の画面間の動
き量が小さいことから短尺カット点を判定する手段とを有することを特徴とする映像検索
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装置。
【請求項７】
入力される動画像データは、画像データの低周波成分からなることを特徴とする請求項１
ないし６のいずれかに記載の映像検索装置。
【請求項８】
入力される動画像データは、圧縮された画像データを部分復号して得られる低周波画像デ
ータと動きベクトルとからなることを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の映
像検索装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、映像検索装置に関し、特に、動画像における短尺ショットを誤りなく効率的に
検出することができる映像検索装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
映像中に含まれるサブリミナル映像を判定するサブリミナル映像処理装置が特開平９－２
８４６６７号公報に開示されている。このサブリミナル映像処理装置は、ｎ画面分の連続
画像データを一画面ずつ蓄積し、蓄積されたｎ画面分の画面データと最新に入力された画
像データとを比較・判断し、同一画面とされた画面よりも古く蓄積された画面に異画面と
判断された部分があるとき、前後の画面と異なる絵柄を持つｎコマ以下の画面をサブリミ
ナル映像の画面と判定するものである。
【０００３】
このブロック図を図１０に示し、ｎ画面記憶部５０からのｎ画面分の連続画像データと最
新画面入力部５１からの最新入力の画像データとをｎ画面比較部５２で比較し、その異同
を異画面判定部５３で判定する。サブリミナル映像判定部５４は、異画面判定部５３での
判定結果に基づいてサブリミナル映像を判定し、サブリミナル映像と判定された画像デー
タはサブリミナル映像除去部５５で除去される。
【０００４】
このように、連続する画像中に含まれる1フレームから数フレーム程度の短尺ショットを
検出する従来の手法は、単に、最新に入力された画面と既入力のｎ画面との異同に基づい
て短尺ショットを検出するというものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記特開平９－２８４６６７号公報に記載された手法は、短尺ショットか
否かを、単に、最新に入力された画面と既入力のｎ画面とを比較した結果に基づいて判断
するものであり、静止画像中に挿入された短尺ショットは良好に検出できるが、動画像の
場合には誤検出が生じるという問題がある。
【０００６】
例えば、同一ショットでも画像の動きが不連続の場合には、同一ショットに含まれる一部
の画面だけが入力画面と異なることが起こるため、該画面部分を短尺ショット（サブリミ
ナル映像）と誤って検出する可能性がある。また、画像の動きが連続的であっても、最新
の入力された画面と、該画面と比較的離れた古い画面とを異画面であると判断し、該画面
部分を短尺ショット（サブリミナル映像）と誤って検出する可能性もある。
【０００７】
本発明の目的は、前記した従来技術の問題点を解決し、入力動画像中に挿入された短尺の
ショットを誤りなく効率的に検出することができる映像検索装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、本発明は、連続する動画像データを入力する手段と、前記動
画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、前記動画像データからサブサン
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プルされた画面間の相関を測定する手段と、前記動画像データから連続する画面間の動き
量を測定する手段と、前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以外
の点で高く、サブサンプルされた前記２点の画面間の相関が高く、かつ前記連続する画面
間の動き量が前記２点において共に小さいことから短尺カット点を判定する手段とを有す
る点に第１の特徴がある。
【００１０】
　また、本発明は、連続する動画像データを入力する手段と、前記動画像データから連続
する画面間の相関を測定する手段と、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の
相関を測定する手段と、前記動画像データから連続する画面間の動き量を測定する手段と
、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の動き量を測定する手段と、前記連続
する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサンプルされ
た前記２点の画面間の相関が高く、前記連続する画面間の動き量が前記２点において共に
小さく、かつサブサンプルされた前記２点の画面間の動き量が小さいことから短尺カット
点を判定する手段とを有する
点に第２の特徴がある。
【００１１】
　また、本発明は、連続する動画像データを入力する手段と、前記動画像データから連続
する画面間の相関を測定する手段と、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の
相関を測定する手段と、前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以
外の点で高く、サブサンプルされた前記２点の画面間の相関が高いことから短尺カット点
候補を判定する手段と、前記短尺カット点候補について、前記動画像データから連続する
画面間の動き量を測定する手段と、前記連続する画面間の動き量が前記２点において共に
小さいことから短尺カット点を判定する手段とを有する点に第３の特徴がある。
【００１２】
　また、本発明は、連続する動画像データを入力する手段と、前記動画像データから連続
する画面間の動き量を測定する手段と、前記連続する画面間の動き量がある２点において
共に小さいことから短尺カット点候補を判定する手段と、前記短尺カット点候補について
、前記動画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、前記短尺カット点候補
について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相関を測定する手段と、前
記連続する画面間の相関が前記２点において共に低く、それ以外の点で高く、サブサンプ
ルされた前記２点の画面間の相関が高いことから短尺カット点を判定する手段とを有する
点に第４の特徴がある。
【００１３】
　また、本発明は、連続する動画像データを入力する手段と、前記動画像データから連続
する画面間の相関を測定する手段と、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の
相関を測定する手段と、前記連続する画面間の相関がある２点において共に低く、それ以
外で高く、サブサンプルされた前記２点の画面間の相関が高いことから短尺カット点候補
を判定する手段と、前記短尺カット点候補について、前記動画像データから連続する画面
間の動き量を測定する手段と、前記短尺カット点候補について、前記動画像データからサ
ブサンプルされた画面間の動き量を測定する手段と、前記連続する画面間の動き量が前記
２点で共に小さく、サブサンプルされた前記２点の画面間の動き量が小さいことから短尺
カット点を判定する手段とを有する点に第５の特徴がある。
【００１４】
　また、本発明は、連続する動画像データを入力する手段と、前記動画像データから連続
する画面間の動き量を測定する手段と、前記連続する画面間の動き量がある２点において
共に小さいことから短尺カット点候補を判定する手段と、前記短尺カット点候補について
、前記動画像データから連続する画面間の相関を測定する手段と、前記短尺カット点候補
について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の相関を測定する手段と、前
記短尺カット点候補について、前記動画像データからサブサンプルされた画面間の動き量
を測定する手段と、前記連続する画面間の相関が前記２点において共に低く、それ以外の
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点で高く、サブサンプルされた前記２点の画面間の相関が高く、サブサンプルされた前記
２点の画面間の動き量が小さいことから短尺カット点を判定する手段とを有する点に第６
の特徴がある。
【００１５】
　また、本発明は、入力される動画像データが、画像データの低周波成分からなる点に第
７の特徴がある。
【００１６】
　さらに、本発明は、入力される動画像データが、圧縮された画像データを部分復号して
得られる低周波画像データと動きベクトルとからなる点に第８の特徴がある。
【００１７】
　第１の特徴によれば、連続する画面間の相関およびサブサンプルされた画面間の相関、
さらに、連続する画面間の動き量やサブサンプルされた画面間の動き量を用いて短尺カッ
ト点を判定するので、動画像中に挿入された短尺のショットを誤りなく効率的に検出する
ことができるとともに、同一ショットにおける画像の動きが不連続な場合でもより確実に
誤判定を防ぐことができる。
【００１９】
　また、第３および第５の特徴によれば、連続する画面間の相関およびサブサンプルされ
た画面間の相関を用いて短尺カット点候補を判定し、この判定により絞り込まれた短尺カ
ット点候補について、連続する画面間の動き量やサブサンプルされた画面間の動き量を測
定して短尺カット点を判定するので、比較的処理の重い動き量の測定を必要最小限に抑え
ることができる。
【００２０】
　また、第４および第６の特徴によれば、連続する画面間の動き量を用いて短尺カット点
候補を判定し、この判定により絞り込まれた短尺カット点候補について、連続する画面間
の相関やサブサンプルされた画面間の相関やサブサンプルされた画面間の動き量を測定し
て短尺カット点を判定するので、動きが大きなショットを最初に除外することができ、装
置全体としての検出処理負荷を軽減することができる。
【００２１】
　また、第７の特徴によれば、画像データの低周波成分を用いて短尺カット点を判定する
ので、処理を軽減することができる。
【００２２】
　さらに、第８の特徴によれば、入力される動画像データが、圧縮された動画像データを
部分復号して得られる低周波画像データと動きベクトルとからなるので、低周波画像デー
タを用いることにより処理を軽減することができ、また、連続する画面間の動き量やサブ
サンプルされた画面間の動き量の測定を含むものにおいては、その測定を動きベクトルを
用いて容易に行うことができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
　以下、図面を参照して本発明を詳細に説明する。図１は、単に相関を用いた映像検索装
置の形態を示すブロック図である。図１において、制御部１０は、本映像検索装置の全体
の動作を制御する。
【００２４】
映像入力部１２は、ＴＶ番組などの画像データを蓄積装置１１から取り出し、連続するｎ
画面分についての画像データを連続画面間相関測定部１３およびサンプル画面間相関測定
部１４に入力させる。なお、この入力は、短尺ショットの検出処理１回ごとに１画面ずつ
ずらしながら繰り返し行う。
【００２５】
連続画面間相関測定部１３は、連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の相関（以
下、連続画面間相関と称す。）ＣＣ（ｉ），ｉ＝１，２，・・・，ｎ－１を測定する。ま
た、サンプル画面間相関測定部１４は、サンプルされた画面間の相関（以下、サンプル画
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面間相関と称す。）ＳＣを測定する。サンプル画面は、例えば、画面Ｐ（０）と画面Ｐ（
ｎ－１）であり、これらの画面Ｐ（０）、画面Ｐ（ｎ－１）間の相関ＳＣを測定する。
【００２６】
なお、連続画面間相関やサンプル画面間相関は、画面間輝度絶対差分和、画面平均輝度絶
対差分値、画面平均色差絶対差分、画面間輝度ヒストグラム絶対差分和、画面間色差ヒス
トグラム絶対差分和、画面間色差ヒストグラム相関値などのいずれかを求めることにより
、あるいはそれらの組み合わせを用いることにより測定できる。組み合わせによる場合、
例えば、画面間輝度ヒストグラム絶対差分和と画面間色差ヒストグラム絶対差分和の和を
用いることができる。
【００２７】
連続画面間相関測定部１３から出力される連続画面相関ＣＣ（ｉ）およびサンプル画面間
相関測定部１４から出力されるサンプル画面相関ＳＣは短尺ショット判定部１５に入力さ
れる。
【００２８】
短尺ショット判定部１５は、連続画面間相関ＣＣ（ｉ）がｉ＝１，ｎ－１で低くそれ以外
でＣＣ（ｉ）が高く、かつサンプル画面間相関ＳＣが高い場合に、画面Ｐ（０）と画面Ｐ
（２）間、画面Ｐ（ｎ－２）と画面Ｐ（ｎ－１）間にそれぞれ短尺カット点が存在すると
判定し、短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を検出する。
【００２９】
短尺ショットの判定は、閾値処理で行うことができる。図２は、連続画面間相関ＣＣ（１
）とＣＣ（ｎ－１）の閾値をＴＣＬとし、その他の連続画面間相関ＣＣ（ｉ）の閾値をＴ

ＣＨとし、サンプル画面間相関ＳＣの閾値をＴＳＨとして、画面Ｐ（０）～Ｐ（ｎ－１）
のｎ画面において、ＣＣ（１）＜ＴＣＬ、ＣＣ（ｎ－１）＜ ＴＣＬ、ＣＣ（２）～ＣＣ
（ｎ－２）＞ ＴＣＨであり、かつＳＣ＞ＴＳＨであり、短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ
（ｎ－２）が検出される状態を示している。ここで、閾値ＴＣＬとＴＣＨとは、同一の値
でも異なる値でも構わない。
【００３０】
なお、ｎ＝３の場合には、連続画面間相関ＣＣ（ｉ）がｉ＝１，２で低く、かつサンプル
画面間相関ＳＣが高い場合に、短尺ショットがｉ＝１で存在すると判定すればよい。
【００３１】
また、連続するｎ画面としては、連続するＮ画面から時系列に任意あるいは周期的にサン
プルしたｎ画面を用いてもよく、本発明における連続する動画像データとは、このような
動画像データも含む。
【００３２】
　また、蓄積装置１１は、予め動画像データを蓄積しているものに限らず、リアルタイム
で連続入力される動画像データの一次蓄積装置などでもよい。さらに、入力される動画像
データの画面は、フレーム単位でもフィールド単位でもよく、フィールド単位の場合には
偶数または奇数のいずれかのフィールドのみを用いればよい。
【００３３】
　本発明は、動画像の動きをも考慮して短尺カット点を判定するものであり、動画像の動
きをも考慮することにより、同一ショットにおける画像の動きが不連続な場合の誤判定を
より確実に防ぐことができる。以下、動画像の動きをも考慮して短尺カット点を判定する
いくつかの実施形態について説明する。なお、図１と同一あるいは同等部分には同一符号
を付している。
【００３４】
　図３は、本発明に係る映像検索装置の第１の実施形態を示すブロック図である。図３に
おいて、制御部１０は、本映像検索装置の全体の動作を制御する。映像入力部１２は、Ｔ
Ｖ番組などの画像データを蓄積装置１１から取り出し、連続するｎ画面分についての画像
データを連続画面間相関測定部１３、サンプル画面間相関測定部１４および連続画面間動
き測定部１７に入力させる。
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【００３５】
連続画面間相関測定部１３は、連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の相関ＣＣ
（ｉ），ｉ＝１，２，・・・，ｎ－１を測定する。また、サンプル画面間相関測定部１４
は、サンプル画面間相関ＳＣを測定する。サンプル画面は、例えば、画面Ｐ（０）と画面
Ｐ（ｎ－１）であり、これらの画面Ｐ（０）、画面Ｐ（ｎ－１）間の相関ＳＣを測定する
。
【００３６】
また、連続画面間動き測定部１７では連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の動
き量（以下、連続画面間動き量と称す。）ＭＡ（ｉ）を測定する。連続画面間動き量ＭＡ
（ｉ）としては、連続画面間においてブロックマッチング法で求めた動きベクトルノルム
の画面平均、動きベクトルのＸ成分、Ｙ成分それぞれの絶対値の画面平均値、動きベクト
ルノルムや動きベクトルのＸ成分、Ｙ成分それぞれの絶対値の偏差の統計値などを用いる
ことができる。
【００３７】
連続画面間相関測定部１３から出力される連続画面相関ＣＣ（ｉ）、サンプル画面間相関
測定部１４から出力されるサンプル画面相関ＳＣおよび連続画面間動き測定部１７から出
力される連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）は短尺ショット判定部１５に入力される。
【００３８】
　短尺ショット判定部１５は、連続画面間相関ＣＣ（ｉ）がｉ＝１，ｎ－１で低くそれ以
外でＣＣ（ｉ）が高く、サンプル画面間相関ＳＣが高く、かつ連続画面間動き量ＭＡ（ｉ
）がｉ＝１，ｎ－１で低い場合に、画面Ｐ（０）と画面Ｐ（１）間、画面Ｐ（ｎ－２）と
画面Ｐ（ｎ－１）間にそれぞれ短尺カット点が存在すると判定し、短尺ショット区間Ｐ（
１）～Ｐ（ｎ－２）を検出する。なお、画面間動き量は、異画面間では低いものとして測
定される。
【００３９】
短尺ショットの判定は、閾値処理で行うことができる。図２は、連続画面間相関ＣＣ（１
）とＣＣ（ｎ－１）の閾値をＴＣＬとし、その他の連続画面間相関ＣＣ（ｉ）の閾値をＴ

ＣＨとし、サンプル画面間相関ＳＣの閾値をＴＳＨとし、連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）の
閾値をＴＭＬとして、画面Ｐ（０）～Ｐ（ｎ－１）のｎ画面において、ＣＣ（１）＜ＴＣ

Ｌ、ＣＣ（ｎ－１）＜ ＴＣＬ、ＣＣ（２）～ＣＣ（ｎ－２）＞ ＴＣＨであり、ＳＣ＞Ｔ

ＳＨであり、かつＭＡ（１）＜ＴＭＬ、ＭＡ（ｎ－１）＜ ＴＭＬであり、短尺ショット
区間Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）が検出される状態を示している。
【００４０】
なお、ｎ＝３の場合には、連続画面間相関ＣＣ（ｉ）がｉ＝１，２で低く、サンプル画面
間相関ＳＣが高く、かつ連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）がｉ＝１，２で低い場合に短尺ショ
ットがｉ＝１で存在すると判定すればよい。
【００４１】
　図４は、本発明に係る映像検索装置の第２の実施形態を示すブロック図である。図４に
おいて、制御部１０は、本映像検索装置の全体の動作を制御する。映像入力部１２は、Ｔ
Ｖ番組などの画像データを蓄積装置１１から取り出し、連続するｎ画面分についての画像
データを連続画面間相関測定部１３、サンプル画面間相関測定部１４、連続画面間動き測
定部１７およびサンプル画面間動き測定部１８に入力させる。
【００４２】
連続画面間相関測定部１３は、連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の相関ＣＣ
（ｉ），ｉ＝１，２，・・・，ｎ－１を測定する。また、サンプル画面間相関測定部１４
は、サンプル画面間相関ＳＣを測定する。サンプル画面は、例えば、画面Ｐ（０）と画面
Ｐ（ｎ－１）であり、これらの画面Ｐ（０）、画面Ｐ（ｎ－１）間の相関ＳＣを測定する
。
【００４３】
連続画面間動き測定部１７では連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の動き量Ｍ
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Ａ（ｉ）を測定する。また、サンプル画面間動き測定部１８ではサンプルされた画面間の
動き量（以下、サンプル画面間動き量と称す。）ＳＭを測定する。なお、サンプル画面間
動き測定部１８でのサンプル画面は、サンプル画面間相関測定部１４でのサンプル画面と
同一のものであり、例えば、画面Ｐ（０）と画面Ｐ（ｎ－１）をサンプルとして用いて、
これらの画面間の動き量ＳＭを求める。
【００４４】
連続画面間相関測定部１３から出力される連続画面間相関ＣＣ（ｉ）、サンプル画面間相
関測定部１４から出力されるサンプル画面間相関ＳＣ、連続画面間動き測定部１７から出
力される連続画面間動き量ＭＡ（ｉ））、サンプル画面間動き測定部１８から出力される
サンプル画面間動き量ＳＭは短尺ショット判定部１５に入力される。
【００４５】
短尺ショット判定部１５は、連続画面間相関ＣＣ（ｉ）がｉ＝１，ｎ－１で低くそれ以外
でＣＣ（ｉ）が高く、サンプル画面間相関ＳＣが高く、連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）がｉ
＝１，ｎ－１で低く、かつサンプル画面間動き量ＳＭが低い場合に、画面Ｐ（０）と画面
Ｐ（２）間、画面Ｐ（ｎ－２）と画面Ｐ（ｎ－１）間にそれぞれ短尺カット点が存在する
と判定し、短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を検出する。
【００４６】
短尺ショットの判定は、閾値処理で行うことができる。図２は、連続画面間相関ＣＣ（１
）とＣＣ（ｎ－１）の閾値をＴＣＬとし、その他の連続画面間相関ＣＣ（ｉ）の閾値をＴ

ＣＨとし、サンプル画面間相関ＳＣの閾値をＴＳＨとし、連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）お
よびサンプル画面間動き量ＳＭの閾値をＴＭＬとして、画面Ｐ（０）～Ｐ（ｎ－１）のｎ
画面において、ＣＣ（１）＜ＴＣＬ、ＣＣ（ｎ－１）＜ ＴＣＬ、ＣＣ（２）～ＣＣ（ｎ
－２）＞ ＴＣＨであり、ＳＣ＞ＴＳＨであり、ＭＡ（１）＜ＴＭＬ、ＭＡ（ｎ－１）＜ 
ＴＭＬであり、かつＳＭ＜ＴＭＬであり、短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）が検
出される状態を示している。
【００４７】
　図５は、本発明に係る映像検索装置の第３の実施形態を示すブロック図である。図５に
おいて、制御部１０は、本映像検索装置の全体の動作を制御する。映像入力部１２は、Ｔ
Ｖ番組などの画像データを蓄積装置１１から取り出し、連続するｎ画面分についての画像
データを連続画面間相関測定部１３およびサンプル画面間相関測定部１４に入力させる。
【００４８】
連続画面間相関測定部１３は、連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の相関ＣＣ
（ｉ），ｉ＝１，２，・・・，ｎ－１を測定する。また、サンプル画面間相関測定部１４
は、サンプル画面間相関ＳＣを測定する。サンプル画面は、例えば、画面Ｐ（０）と画面
Ｐ（ｎ－１）であり、これらの画面Ｐ（０）、画面Ｐ（ｎ－１）間の相関ＳＣを測定する
。
【００４９】
連続画面間相関測定部１３から出力される連続画面間相関値ＣＣ（ｉ）、サンプル画面間
相関測定部１４から出力されるサンプル画面間相関値ＳＣは短尺ショット候補判定部１９
に入力される。
【００５０】
短尺ショット候補判定部１９は、連続画面間相関ＣＣ（ｉ） がｉ＝１，ｎ－１で低くそ
れ以外で高く、かつサンプル画面間相関ＳＣが高い場合に、短尺ショット候補がｉ＝１か
らｉ＝ｎ－２間で存在すると判定する。
【００５１】
次に、連続画面間動き測定部１７において、短尺ショット候補と判定された画面Ｐ（１）
～Ｐ（ｎ－２）を含むｎ画面Ｐ（０）～Ｐ（ｎ－１）について、連続画面間動き量ＭＡ（
ｉ）を測定する。連続画面間動き測定部１７から出力される連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）
は、短尺ショット判定部１５に入力される。
【００５２】
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短尺ショット判定部１５は、連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）がｉ＝１，ｎ－１で低い場合に
、画面Ｐ（０）と画面Ｐ（２）間、画面Ｐ（ｎ－２）と画面Ｐ（ｎ－１）間にそれぞれ短
尺カット点が存在すると判定し、短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を検出する。
【００５３】
図５の実施形態では、連続画面間相関およびサンプル画面間相関を測定した後に連続画面
間動き量を測定するものであり、この構成によれば、短尺カット点候補についてのみ連続
画面間動き量を測定すればよく、動き量の測定を必要最小限に抑えることができる。
【００５４】
　図６は、図５における処理の順序を逆にした変形例である第４の実施形態を示す。図６
の実施形態では、入力された動画像データを、まず、連続画面間動き測定部１７に入力し
て連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）を測定する。次に、測定された連続画面間動き量ＭＡ（ｉ
）を短尺ショット候補判定部１９に入力して短尺ショット候補として画面Ｐ（１）～Ｐ（
ｎ－２）を検出する。
【００５５】
続いて、短尺ショット候補と判定された画面Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を含むｎ画面Ｐ（０
）～Ｐ（ｎ－１）についての画像データを連続画面間相関測定部１３、サンプル画面間相
関測定部１４に入力させ、連続画面間相関測定部１３から出力される画面間相関値ＣＣ（
ｉ）とサンプル画面間相関測定部１４から出力されるサンプル画面間相関値ＳＣとを短尺
ショット判定部１５に入力させて画面Ｐ（０）と画面Ｐ（２）間、画面Ｐ（ｎ－２）と画
面Ｐ（ｎ－１）間にそれぞれ短尺カット点が存在すると判定し、短尺ショット区間Ｐ（１
）～Ｐ（ｎ－２）を検出する。
【００５６】
図６の実施形態によれば、動きが大きなショットがまず除外され、それらについては画面
間相関を測定する必要がなくなるので、装置全体としての検出処理負荷を軽減することが
できる。
【００５７】
　図７は、本発明に係る映像検索装置の第５の実施形態を示すブロック図である。図７に
おいて、制御部１０は、本映像検索装置の全体の動作を制御する。映像入力部１２は、Ｔ
Ｖ番組などの画像データを蓄積装置１１から取り出し、連続するｎ画面分についての画像
データを連続画面間相関測定部１３およびサンプル画面間相関測定部１４に入力させる。
【００５８】
連続画面間相関測定部１３は、連続する２つの画面Ｐ（ｉ－１）、Ｐ（ｉ）間の相関ＣＣ
（ｉ），ｉ＝１，２，・・・，ｎ－１を測定する。また、サンプル画面間相関測定部１４
は、サンプル画面間相関ＳＣを測定する。サンプル画面は、例えば、画面Ｐ（０）と画面
Ｐ（ｎ－１）であり、これらの画面Ｐ（０）、画面Ｐ（ｎ－１）間の相関ＳＣを測定する
。
【００５９】
連続画面間相関測定部１３から出力される連続画面間相関ＣＣ（ｉ）、サンプル画面間相
関測定部１４から出力されるサンプル画面間相関ＳＣは短尺ショット候補判定部１９に入
力される。
【００６０】
短尺ショット候補判定部１９は、連続画面間相関ＣＣ（ｉ） がｉ＝１，ｎ－１で低くそ
れ以外で高く、かつサンプル画面間相関ＳＣが高い場合に、短尺ショット候補がｉ＝１か
らｉ＝ｎ－２間で存在すると判定する。
【００６１】
続いて、短尺ショット候補と判定された画面Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を含むｎ画面Ｐ（０
）～Ｐ（ｎ－１）についての画像データを連続画面間動き測定部１７およびサンプル画面
間動き測定部１８に入力させ、連続画面間動き測定部１７から出力される連続画面間動き
量ＭＡ（ｉ）とサンプル画面間動き測定部１８から出力されるおよびサンプル画面間動き
量ＳＭを短尺ショット判定部１５に入力させる。短尺ショット判定部１５では連続画面間



(10) JP 4082664 B2 2008.4.30

10

20

30

40

50

動き量ＭＡ（ｉ）がｉ＝１，ｎ－１で低く、サンプル画面間動き量ＳＭが低い場合に、画
面Ｐ（０）と画面Ｐ（２）間、画面Ｐ（ｎ－２）と画面Ｐ（ｎ－１）間にそれぞれ短尺カ
ット点が存在すると判定し、短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を検出する。
【００６２】
　図７の実施形態の変形例である第６の実施形態を図８に示す。第６の実施形態では、入
力映像についてまず、連続画面間動き測定部１７で連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）を測定し
、連続画面間動き量ＭＡ（ｉ）を短尺ショット候補判定部１９に入力して短尺ショット候
補を判定する。次に、短尺ショット候補と判定された画面Ｐ（１）～Ｐ（ｎ－２）を含む
ｎ画面Ｐ（０）～Ｐ（ｎ－１）についての画像データを連続画面間相関測定部１３、サン
プル画面間相関測定部１４、サンプル画面間動き測定部１８に入力させ、連続画面間相関
測定部１３から出力される画面間相関ＣＣ（ｉ）、サンプル画面間相関測定部１４から出
力される連続画面間相関ＳＣ、サンプル画面間動き測定部１８から出力されるサンプル画
面間動き量ＳＭを短尺ショット判定部１５に入力させて短尺ショットを判定する。
【００６３】
以上では、連続するｎ画面Ｐ（０）～Ｐ（ｎ－１）から短尺ショット区間Ｐ（１）～Ｐ（
ｎ－２）を検出する例について説明したが、処理対象の画像数ｎを適宜設定することによ
り、種々の長さの短尺ショットを検出することができる。また、種々の画面間隔のサンプ
ル画面について画面間相関や画面間動き量の測定を並列的に行うようにすれば、同時に種
々の長さの短尺ショットを検出することもできる。なお、この場合、連続画面についての
画面間相関や画面間動き量の測定は、１回行うだけでよい。
【００６４】
以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、種々の変形が可能である。例え
ば、映像入力部１２では圧縮データを入力して部分的に復号した情報を出力することがで
きる。
【００６５】
図９は、映像入力部１２で採用し得る部分復号処理の例を示す。本例では、圧縮映像デー
タが圧縮映像バッファ２０に一次記憶され、部分復号部２１で圧縮映像データが部分的に
復号される。例えば、ＭＰＥＧ符号化された映像データの場合、ＤＣＴ係数や動きベクト
ル情報を抽出する処理がこの部分復号処理に当たる。
【００６６】
これらの情報は低周波画像復元部２２と動きベクトル復元部２３に入力される。低周波画
像復元部２２では部分復号データを用いて低周波成分画像を生成する。例えば、ＤＣＴ係
数のうちゼロ次あるいは低次の係数のみ逆ＤＣＴを行って低周波成分を出力することがで
きる。また動き補償予測符号化された圧縮データの場合、特開平７－５９１０８号公報「
動画像のカット画面検出方法」で提案されているように、抽出された動きベクトルを用い
て簡易動き補償を施して低周波画像を復元することも可能である。
【００６７】
動きベクトル復元部２３では部分復号部２１から出力された動きベクトル情報を元に動き
ベクトル情報を復元する。また、低周波画像を用いた場合などに、画像サイズが変更され
たときには画像サイズに応じてベクトルサイズを変更することも可能である。これらの部
分復元画像および動きベクトルは部分復号画像バッファ２４に蓄積され、動きベクトルは
、連続画面間動き量やサンプル画面間動き量の測定に供することができる。
【００６８】
【発明の効果】
以上のごとく、本発明によれば、連続画面間相関およびサンプル画面間相関を用いること
により、誤りなく効率的に短尺ショット検出することができる。また、連続画面間動き量
やサンプル画面間動き量をも用いることにより、同一ショットにおける画像の動きが不連
続な場合でもより確実に誤判定を防ぐことができる。
【００６９】
さらに、短尺ショット候補を選定し、まず短尺ショット候補に絞り込み、次に、絞り込ま
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れた短尺ショット候補における相関や動き量を測定することにより処理負荷を軽減するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】単に相関を用いた映像検索装置の形態のブロック図である。
【図２】図１の映像検索装置の動作の説明図である。
【図３】本発明に係る映像検索装置の第１の実施形態のブロック図である。
【図４】本発明に係る映像検索装置の第２の実施形態のブロック図である。
【図５】本発明に係る映像検索装置の第３の実施形態のブロック図である。
【図６】第４の実施形態の変形例（第４の実施形態）のブロック図である。
【図７】本発明に係る映像検索装置の第５の実施形態のブロック図である。
【図８】第５の実施形態の変形例（第６の実施形態）のブロック図である。
【図９】映像入力部の変形例のブロック図である。
【図１０】従来の映像検索装置のブロック図である。

【図１】 【図２】



(12) JP 4082664 B2 2008.4.30

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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